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緒 言

岡山県 倉敷市水島 区は石 油 コンビナ ー トを主 とす

る工業地 帯で ある特性か ら,そ の排水 である油分 に

よる水 質汚濁 が重要視 され,そ の うちで も異臭魚 の

発生 が問題 となって いる.

私は水島港の公害 として水質汚濁 において,特 に

異臭魚 の発生機構 とその人体へ の毒性 の研究 の一環

として,さ きにその海域 における分布状況1)に つい

て報告 した.

異臭魚の異臭成分については三重県四日市の事例

について吉田 ら2)の研究 があるのみであ る.今 回は

海水よ りの魚の着臭 を明 らかにす る目的 で水 島水域

にお と りうな ぎを設置 し,そ の着臭度及 びガス クロ

マ トグラフを用いて異臭成分 の分析 を行 な った.そ

の成 績 をここに報告す る.

測 定 方 法

1) お とりうな ぎの設置及 びその分析

第1図 に示 した定点 に直径50cm深 さ30cmの 塩 ビ製

の イケスに約150gの うな ぎを3～5尾 あて入れて

海面下2mの 深 さに垂 下 し, 7～10日 経過 後取揚 げ

3枚 におろ し,可 食部 を前報1)と 同様 処理 して異臭

度 を求 めた.ま た別に可食部 を磨 細 して水蒸気蒸溜

を行 ない,蒸溜物 を55℃ に加温 しその空間 ガス10ml

を下記条件 で 日立K53型 ガス クロマ トグラフを用 い

て測定 した。

充 て ん剤　 TCEP

カ ラム　 3mm×2m

検 出器　 FID

Oven temp.　 60℃
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N2　 40ml/min

H2　 0.6kg/cm2

air　 1 .5kg/cm2

chart speed　 10mm/min

2) 海水の ガスクロマ トグ ラフ と異 臭度

第1図 に示 した定点 の海水 を採水 し,前 報1)と同様

異 臭度 を求 めた.ま た別 に海水

を水蒸気蒸 溜 し,蒸 溜物 を55℃

に加 温 し,そ の空間 ガス をガス

クロマ トグ ラフで測定 した.

第1図　 おとリウナギ設置場所

Fig. 1

The six locations of the decoy eels indicated

 by numerals.

異臭度 の測定 は 日本工 業規 格

3)に 従 った.

3) 工 場 廃 水 の ガ ス ク ロマ トグ

ラ フ

水島港及 びその周辺 に排水 を

放出 して いる工場 の排水 を水蒸

気蒸溜 し,蒸 溜物 を55℃ に加温

しその空間 ガスをガスクロマ ト

グラフで測定 した.

第1表　 各定点 のお と りうな ぎの異臭 度

Table 1. The degree of abnormal odor of
 the decoy eels at each station. (The sta
tions are shown in Fig. 1)

第2表　 各定点の海水の異臭度
Table 2. The threshold ualue of odor sea

 water at each station.

(The stations are shown in Fig. 1)

第2図(① ～⑥)

各定点 のお と りうな ぎの ガスク ロマ トグラム

矢印 は異臭峰 を示 し,① ～⑥ の数 字 は第1図 中

の① ～⑥ に対応 す る。

Fig. 2 ((1)～(6))

Gas chromatagrams of gases evaporated

 from the decoy eels at each station .
"A

rrow" indicates offensive odor peak .

 (Each station is shown in figure in Fig . 1.

 And the numerals in Fig . 1 correspond with

 those respectively in Fig. 2)

Fig 2

(1)
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測定結果

1) お と りうな ぎの着臭度 及 び

ガス クロマ トグラム

各定 点の うな ぎの着臭度 は第

1表 に示 す ご と く港 内の 定点

(①～④)で は試食者 の陽性度

において100%近 い着臭度 を示

してい るが港 外の定点(⑤ ～⑥)

では殆 ん ど着臭はなか った.

各定点のお と りうなぎの水蒸

気蒸溜物の ガス クロマ トグ ラム

は第2図 に示す ご とく臭気 と同

様,港 内の定点 の うな ぎには,

正常 うな ぎに認 め られない ピー

クが明 らか に認め られ,う なぎ

に着臭 してい ることと対応 した.

港外の定点(⑤ ～⑥)で はこの

ピークは前者 に比べ ていちぢ る

し く低か った.

3) 海 水 とお りりうな ぎ中の異

臭物質 の関係

海 水中の異臭物質 量 とうな ぎ

中のそれ とをガス クロマ トグラ

ムにおけ る異臭峯 の面積(高 さ

×1/2の高 さに対応 す る幅)又 は

高 さのみで表 わ し両者 を比較 し

た ものは第3表 第4図 に示す ご

とくであ る.即 ち,海 水中の異

臭物質 量 とうな ぎの異臭物質量

との間にはよい相関が認め られ,

両者の相関係数は面積 を単位 と

した場合0.93,高 さを単位 と し

た場合 も0.93を示 した.何 れ も

t分 布の検定 によ り危険率1%

で有意の相関 を示 した.

また海水の異臭 度 は海水 の異

臭 ピーク,お と りうな ぎの異臭

ピークとよい相関 を示 しお とり

うな ぎの異臭度 と も同様相 関を

不 した.

4) 工 場 廃 水 の ガ ス ク ロマ トグ

ラ フ

工場廃水 のガス クロマ トグラ

ムを第5図 に示 した.こ れ ら工

(2)

(3)

(4)

(5)
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場排水 中に海水及びお と りうな

ぎに対 応す る異臭 ピークが認 め

られた.

2) 海水 の異臭 度 とガスクロマ

トグラフ

各定点の海水の異臭度(温 時

臭)を 第2表 に示 しガス クロマ

トゲラムを第3図(① ～⑥)に

示 した.こ の測定成績 に よれば

海水に も異臭 が認 め られ,ま た

港内のお と りうな ぎに も異臭成

分 と推定 される相 対保持値7.6の

ピー クの出現 が明 らかに認 め ら

れた.し か し異臭 も異臭 物質 と

推 定 され る物質 もお と りうな ぎ

と同様港外の定点⑤ ⑥で は殆ん

ど認 め られ なかった.

総括並びに考察

今 回の測定 成績 は,水 島港内

外 にお と りとして うな ぎを垂 下

し,そ の着臭度 を測定 す ると共

にガス クロマ トグ ラフを用いて

正常 うな ぎ,お とりうな ぎ,海

水及 び工場排水 の異臭成分 を測

定 した ものである.

正 常 魚 と異 臭 魚 の ガ ス ク ロマ

トグ ラ フ に よ る 測 定 成 績 か ら

異 臭 の 主 成 分 は 相 対 保 持 値7.6

 (n-hexane=1.0)の もの で あ

る こ と が推 定 され た.

水島港の 内外 に垂下 したお と

りうなぎは港内の もの程強 い着

臭度 を示 しその着臭 は天然の異

臭魚の もの と同一で あった.

お とりうな ぎを設置 した定点

の海水に も異臭物質 と推定 され

るピークが認 め られ,水 島港 よ

り遠 ざか るにつれて その含有量

は少 くなる傾 向が あった.又 そ

の異臭度 も同様 な傾 向を示 して

いる.

お とりうな ぎ及び海水の測定

成績 か ら魚類に異臭 がつ く水域

は第1図 に示 す ごと くa-b線

以北の海面 と推定 され る.

(6)

第3図(① ～⑥)　 各定 点の海水 の ガス クロマ トグ ラム

矢 印 は異 臭 峰 を示 し,① ～⑥ の教 字 は第1図 中 の ① ～⑥ に

対応 す る。Fig. 3 ((1)～(6)) Gas chromatograms of gases

 evaporated from the sea-water of each station.

"A rrow" indicates offensive odor peak. (Each station is

 shown in figure in Fig. 1 and the numerals in Fig. 1

 correspond with those respectively in Fig. 2)

Fig. 3

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)
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Fig. 4

Correlation between sea-water and decoy

 eels in point of "square" on the offensive odor

 peak presented in gas chromatogram chart, and

 the same in point of "height."

第4図　 海 水 とお と り うな ぎの異臭 峯 の

面 積及 び高 さの 関係

(1～6,面 積 ・1'～6',高 さ)

第1報 にお いて,海 水の異臭範囲 よ り異臭魚の分

布範囲 の広い ことを述べたが,本 論文において もま

たおと りうな ぎの着臭範 囲は海水の着臭範 囲に近 い

事 を明 らか に した.こ れ らの成積 よ り魚 は海水 の異

臭範囲の水域で着臭 し沖合へ移動す るとい うことが

明 らか に証明 された.

第5図(① ～⑨)工 場排水の ガスク ロマ トグラム,矢 印 は異臭峰 を示 す

Fig. 5

Gas chromatogram of gases evaporated from

 industrial waste water.

"A
rrow" indicates offensive odor peak.

Fig. 5

(1)

第3表　 海水 とおと りうな ぎの異臭峯の相関

Correlation between odor peaks on gas

 chromatogsams fsom sea-water itself and

 the decoy eel.

この異臭 成分は この水域に放出 されてい る工場排

水中に存 在す ることが認 め られた.

結 論

水 島水域 を中心 と して発生 してい る異臭 魚 につ い

て おと りうな ぎの着臭度 をし らべ ると共に異臭成分

の ガスク ロマ トグラフ分析 を行ない以下の成績 を得

た.

1. お と りうな ぎの着臭及 び異臭成 分

水島水域に定置 した うな ぎの うち水 島港 内の うな

ぎの ガス クロマ トグラムでは正常 うな ぎにない異臭

峯 が認 め られ着臭 が認 め られた.

2. 海水及 び工場排水 中の異臭成分

お と り うな ぎの ガ ス ク ロマ トグ ラ ムに お い て 異 臭

成分 と推定 された保持比7.6の

成分は港内の海水及 び工場 の排

水中に も認 め られ た.

3. 海域 中の各定点 におけ る

海水 の異臭物質量 とお とりうな

ぎ中の異臭物質量 との間 にはよ

い相 関を示す ことが認 め られた.

4. 異臭魚の着臭水域

お とりうな ぎや海水中の異臭

物質 などか ら水島港 口以北の海

面で魚類 に異臭が海水の異臭度

や異臭物質の量に応 じて着臭す

ることがわか った.
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Studies on Abnormal Odor Fish by Oil Pollution

 in Mizushima Industrial Area.

Part 2. Degree of Offensive Odor of Decoy Eels

 cultured in Sea Water along Mizushima Industrial

 Area and Analysis of their Offensive Odor 

Substance by Gas Chromatography.

By

Yoshio MIYAKE

Department of Public Health, Okayama University Medical School, Okayama

〔Director: Prof. Masana Ogata〕

The degree of offensive odor of decoyed eels cultured in the sea water along Mizushima

 industrial area was studied and offensive odor substance in decoyed eels was analyzed by gas

 chromatography. The results obtained were as follows.

Ninety percent of decoyed eels changed into offensive odor eels when cultured in the sea

 water with in a distance of 1km. from the exit of industrial waste.

Offensive odor of decoyed eels is similar to that of offensive odor fish caught in this sea and

 new peak considerd to be offensive odor substances was revealed in gas chromatogram with gas

 evaporated from offensive odor eels.

This new peak is corresponded to tha peak with sea water and that with industrial waste.

Degree of offensive odor and also offensive odor peak in gas chromatogram were scarcely

 found in the eels cultured in the sea at a very distanee of about 1Km.from the harbor.

From decoyed eels or odor-substances in the sea-water , it was recognized that fishes which

 had lived north in Mizushima harbors became gradually evil-odor fishes in various degrees corre

 sponding to degree of odorness and quantity of odor-substances in the sea-water .


